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実施結果： 

  Tadamitsu Kishimoto International Travel Award のご支援を頂き、5月 9日～13日にサ

ンディエゴ開催されました、 The American Association of Immunologists （AAI）主催の 

Immunology2019 に参加して参りました。沢山の研究者が参加し、幅広い演題の揃う AAI

への参加は、視野を広げ、今後の研究テーマを見つける上でとても良い機会となりまし

た。本学会では、博士課程の研究テーマとしていた、皮膚樹状細胞上に発現する PD-L2

の機能についてポスター発表を行いました。PD-L2 は PD-L1と並んで PD-1 のリガンド

ですが、PD-L1：PD-1経路と異なり、PD-L2：PD-1経路の免疫抑制への関与は明確では

ありません。私の研究では、皮膚樹状細胞のうち特にランゲルハンス細胞上に発現する

PD-L2が PD-1以外の受容体を介して免疫賦活に関与することを見出しました。私はマウ

ス樹状細胞上の PD-L2 について研究を続けてきましたが、学会では、ヒト樹状細胞上の

PD-L2の機能について研究している方に出会い、それぞれの研究についてディスカッシ

ョンすることができました。彼らの発表していた結果の一部は、我々の知見と類似して

おり、疑問に思う点も共通でした。研究を進める上での悩みに共感しながら、互いの研

究結果を紹介しあうことができ、とても貴重な出会いとなりました。 

シンポジウムでは、以前から興味を持って論文を読んでいた、「メラノーマにおけるレ

ジデントメモリーT細胞」の研究をしているグループの発表を聞くことができました。

生で聞く話は紙面よりも格段に臨場感があり、ポスター会場では実際に研究をしていた

同年代の方に実験の詳細について伺うことができました。帰国した今、論文を読んでい

ると、ポスター会場でお会いした方との会話を思い出すことがよくあります。本学会で

お会いした方やそのグループの論文を目にすると、サンディエゴを思い出し、論文の内

容が少し近いものに感じられます。研究者の生の声を聴いて得た情報は、その時お会い

した人の顔とともに蘇り、論文の文字を追って理解した時よりも深い印象を残していま

す。 

 本学会を通して、海外で研究してみたいという気持ちも高まりました。帰国した現在

は、次の AAIに新たな研究成果を発表することを目標に、研究を続けています。貴重な

経験をさせて頂き、心より御礼申し上げます。 


